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年代後半から 1970 年代前半の「汎用機の時代」，1970 年代後半から 1990 年代前半の「パソコンの
時代」，1990 年代後半からの「インターネットの時代」，2010 年前半からの「ユビキタスネットワー
クの時代」に区分することができる （1） 。総務省は 2004 年に U-Japan を掲げて，ユビキタス社会の
実現に向けた取り組みを行ってきた が， いまはユビキタスネットワークから，モノのインターネッ
トである IOT（Internet of Things）というキーワードに置き換わってきている（2）。 
 　AI ブームは第一次AI ブームが 1950 年代後半から 1960 年代に起き，推論・探索によるAI 研究
が行われた。しかし，この段階では推論・探索が複雑で現実的な問題に対応できないことなどによ













時期 1950 年代後半～ 1970 年代後半～ 1990 年代後半～ 2010 年代前半～
処理タイプ 集中 分散 集中・分散 集中・分散






























注） EDPS: Electronic Data Processing System, MIS: Management Information System, EUC: End user Computing, DSS: Decision 
Support System, OA: Office Automation, SIS: Strategic Information System, BPR: Business Process Reengineering, LAN: Local 

































情報技術に関して次のような理解に立つとしている （4） 。 
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定　⑮ポーターのポジショニング戦略　の 15 項目である。以上の確認内容は 5段階評価（5：大い
に知っている，4：ほぼ知っている，3：少し知っている，2：あまり知らない，1：全く知らない）







































1．科学的管理法 1.84 3.52 1.68 ＊
2．BPR（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング） 1.56 3.26 1.70 ＊
3．SCM（サプライチェーン・マネジメント） 1.72 3.19 1.47 ＊
4．MIS（経営情報システム） 1.64 3.26 1.62 ＊
5．SIS（戦略的情報システム） 1.40 3.15 1.75 ＊
6．EDPS（電子データ処理システム） 1.64 3.30 1.66 ＊
7．DDS（意思決定支援システム） 1.44 3.30 1.86 ＊
8．SWOT分析 1.76 3.59 1.83 ＊
9．価値連鎖 1.56 3.44 1.88 ＊
10．PPM（プロダクト・ポートフォリオ・マネジメント） 1.56 3.11 1.55 ＊
11．ナレッジ・マネジメント 1.60 2.89 1.29 ＊
12．EUC（エンド・ユーザー・コンピューティング） 1.52 3.00 1.48 ＊
13．ICT（情報通信技術） 2.08 3.78 1.70 ＊
14．サイモンの意思決定 1.40 3.37 1.97 ＊

































 　IE ではよく art and science ということが言われるが，藤田も「art and science 人間が人間であ
る限り，科学がいかに進歩しても，最後にものを言うのは高い次元での art であるという認識があっ
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て，はじめて art and science の展開の意義があることをわすれてはならない」 （8） と述べているよう
に，情報技術がいかに進歩しても人間の経験的知識との相互作用が大事であり，その相乗効果によ
り art and science のスパイラルは高次へと形成されていく。ICTが進展して企業情報システムも
独立したものではなく，人間との相互作用が重要である。 











ていくときは，「業務プロセスの可視化」 （10） を行っていく必要がある。そのために，IE の手法であ
る業務分析と業務フローの確認はオペレーショナルな手続きとして大切である。 







 ⑴　島田達巳，高橋康彦『経営情報システム　改訂第 3版』日科技連出版社　2013　p. 14 
 ⑵　総務省『平成 27 年度版情報通信白書』日経印刷 2015　p. 292 
 ⑶　竹井潔「経営と情報―MIS（経営情報システム）の今日的意義―」聖学院大学論叢第 27 巻第 1
号 p. 71 
 ⑷　遠山暁，村田潔，岸眞理子『経営情報論』有斐閣アルマ p. ⅳ 
 ⑸　前掲 pp. ⅳ ― ⅴ 
 ⑹　前掲 pp. ⅲ ― ⅳ 
⑺　 竹井潔「情報通信ネットワークの授業における理解度確認について」パーソナルコンピュータ利
用技術学会論文誌 2013 年第 7巻第 1号 pp. 23 ― 28 
 ⑻　藤田彰久『IEの基礎』建帛社　1978　pp. ⅵ ― ⅶ 
 ⑼　野村直之『人口知能が変える仕事の未来』日本経済新聞出版社　2016　p. 76 
「企業情報システム論」における授業展開と課題
― 41 ―
 ⑽　竹安数博，石井康夫，樋口友紀『現代経営情報システム』中央経済社　2013　p. 131 
 参考文献 
 藤芳明人『解説　経営管理学』学文社　2010 
 潮次喜代明，高橋信夫，小林敏男『経営管理　新版』有斐閣アルマ 2009 
 藤田彰久『IEの基礎』建帛社 1978 
 三戸公『管理とは何か』文眞堂　2002 
 島田達巳，高橋康彦『経営情報システム　改訂第 3版』日科技連出版社　2013 
 佐久間信夫，犬塚正智『現代経営管理要論』創成社　2009 




 総務省『平成 27 年度版情報通信白書』日経印刷 2015 
 竹井潔「情報通信ネットワークの授業における理解度確認について」パーソナルコンピュータ利用技
術学会誌 2013 年第 7巻第 1号 
 竹井潔「経営と情報―MIS（経営情報システム）の今日的意義―」聖学院大学論叢第 27 巻第 1 号
2014 
― 42 ―
聖学院大学論叢　第 30 巻　第 1号　2017 年
 Class Development and Issues 
in Enterprise Information System Theory 
 Kiyoshi TAKEI 
 Abstract 
 　 Information systems in enterprises have been remarkably developed by utilizing information 
and communication technology (ICT).  In the dynamic information environment, management 
and enterprise information systems are becoming increasingly important.  In this paper, I con-
firm the contents of the lesson and the class development of an “Enterprise information system 
theory,” of which I am in charge, set up a lesson system such as pre/post verification and com-
prehension test, and carry out classes.  Then, I review the results and examine issues to im-
prove class understanding. 
 Key words:  Enterprise Information System, Business Management, Information and 
Communication Technology, Industrial Engineering, Class Development 
